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次世代開拓研究ユニット（宇治地区）

京都大学における
　新たなキャリアパスの
　　モデルを創造する

Unit of Synergetic Studies for Space

宇宙総合学研究ユニット（宇治地区を含む全学）

次世代開拓研究ユニットは工学研究科、化学研究所､エネルギー理工学研究所､
生存圏研究所､防災研究所が協力して、採用された若手研究者の実験研究スペー
ス等を整備し、共通的研究設備を積極的に開放しています。

　次世代開拓研究ユニットは、科学技術振興調整費（若手研究
者の自立的研究環境整備促進プログラム、平成18年度～平成
22年度）への京都大学からの応募課題「新領域を開拓する独
創的人材の飛躍システム」の採択を受け、平成18年７月31日に
設置されました。本ユニットでは、「新規分野の開拓に挑戦する
若手研究者による創造研究の推進および異分野間の融合研究
のインキュベーションをミッションとする新しい人材育成・研究拠点
の形成」と「厳正で透明な評価システムに基づいた新しい人材
登用システムを実践し、京都大学における新たなキャリアパスの
モデルを提示すること」を主たる事業推進目的としています。

実施体制

達成目標（ミッションステートメント）
・若手研究者の評価

・人材育成システム

適正な評価システムの構築、若手育成プログラムの充実（キャリアパス多様化）

3年目終了時にピアレビュー（学内外の専門家評価）
　　A判定なら研究グラント（研究加速資金）を与え、上級ポストヘ登用
　明確な評価基準（資金、招待講演、将来性など）
5年目に最終評価→テニュア資格者（半数以上）

宇宙総合学研究ユニットは、生存圏研究所、工学研究科、理学研究科、基礎物
理学研究所、人間・環境学研究科、総合博物館と協力し、京都大学における宇
宙研究の推進と、異分野間の連携による新たな学問の創造を目指します。生存
圏研究所と工学研究科のメンバーの一部は宇治キャンパスで教育研究を行って
います。

「宇宙総合学」の創成
宇宙物理学、太陽物理学、地球惑星科学、基礎物理学、宇宙工学、宇宙開発、エネルギー科学、
生命科学、薬学、農学、宇宙医学、環境科学、宇宙法、宇宙産業経済、文明論、、、、、　　　　　　

「宇宙総合学」の創成
宇宙物理学、太陽物理学、地球惑星科学、基礎物理学、宇宙工学、宇宙開発、エネルギー科学、
生命科学、薬学、農学、宇宙医学、環境科学、宇宙法、宇宙産業経済、文明論、、、、、　　　　　　 

　宇宙総合学研究ユニットは、「宇宙」という共通の研究テーマのもとで、基礎物理学、宇宙物理学、地球惑星科学、宇宙工学
など従来の研究分野を越えた連携により宇宙関連研究を推進すると共に、異なる部局の接点から創生される新たな研究分野、
宇宙総合学を構築することを目指して、2008年4月に発足しました。

　学内関連部局の連携の他、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と京都大学の連携協力協定の窓口となり、また、京都精華大
学との連携による「宇宙とアート」プロジェクトを進めるなど、日本の宇宙研究全体の推進に様 な々観点から貢献します。
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